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２ 環境への関心を高め、環境保全活動を推進します 

○「柳井市環境基本条例」に基づき、市民・事業者・行政の責務を明確化するとともに、参

加・協力・連携による環境保全活動が推進されるように市民の意識啓発を進めます。 

○環境保全や地球温暖化防止に関する情報収集に努め、市民に広く啓発します。 

○脱炭素社会の実現を目指し、省資源・省エネルギー対策の普及促進や公共施設への新エネ 

ルギー・再生可能エネルギーの導入等に努めます。 

○環境教育を推進し、子どもたちが自然とふれあえる学習機会の充実を図ります。 

３ 豊かな自然環境を保全し、生物多様性を意識したまちづくりを推進します 

○自然天然記念物などの保全に努めるとともに、その適切な管理を図ります。 

○日本型直接支払制度の活用により、耕作放棄地の防止を図るとともに、減農薬、有機栽培

等の生物多様性保全に効果の高い営農を支援します。 

○豊かな森林づくりのため、繁茂竹林等の解消や多様な森林整備を進めます。 

○自然環境や生態系の保全に配慮した多自然型工法の導入、親水性や景観に配慮した護岸整

備等に努めます。 

○希少野生動植物の保護をはじめとした自然環境の保全に努めるとともに、これらに影響を

及ぼすと予想される各種開発事業等への適切な指導を行います。 

４ 自然とふれあえる環境を維持し、市民参加の自然環境づくりに努めます 

○豊かな自然環境を将来にわたって継承するため、市民に自然とふれあう機会を提供するこ

とにより、環境への関心を高め、自然や多様な動植物と共生する心を育てます。 

○森づくりイベント等を通じて、森林の大切さを呼びかけることにより、森林ボランティア

活動の輪を広げ、市民参加の森づくりを進めます。 

 

 

☆市民の力を発揮しましょう 

☆アイドリングストップの実践、エアコンの温度設定の調整、公共交通機関の利用などを心が

けましょう。 

☆身近な自然の中で生物多様性や自然保護の大切さを学びましょう。 
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